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ProDeploy Plus for RecoverPoint 
モデル番号：PS-PDP-RPVMXDP、PS-PDP-RPVPLXDP、PS-PDP-RPXTDP、PS-PDP-

RPUNIDP、PS-PDP-RPVXFLEXDP、PS-PDP-RP4VMDP、PS-PDP-RPVRPTDP 

サービス概要 

ProDeploy Plus for Recoverpointサービスは、Dell EMC RecoverPoint保護の設計とお客様の SAN

（ストレージ エリア ネットワーク）への実装で構成されます。Dell EMCは、環境を分析して、帯域幅要件、

コンシステンシー グループの構成、レプリケーション タイプ、サイズ設定、ジャーナル ボリュームを決定し、お客様

のニーズに応じて RecoverPoint アーキテクチャを設計および実装します。 

PS-PDP-RPVMXDP- ProDeploy Plus for RecoverPoint with PowerMax 

このサービスでは、RecoverPoint/EX コンカレント ローカル/リモート データ保護を実装し、同期または非同期

レプリケーションを提供します。Dell EMCは、スプリッタ ベースまたはスナップ ベースのいずれかのレプリケーショ

ンを使用して、2台の RPA（RecoverPoint アプライアンス）をデータセンター インフラストラクチャに統合し、

PowerMax/VMAX を構成します。これにより、RecoverPoint とともに使用して、サポートされるシステム上で

データベースとファイル システムのレプリカを作成します。本サービスでは、RecoverPoint/EX ローカル/リモート 

レプリケーション導入環境に対応します。 

注：スナップベースのレプリケーションは、PowerMax/VMAX/AF と PowerMax/VMAX3 アレイにのみ使用

できます。 

PS-PDP-RPVPLXDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with VPLEX 

このサービスでは、RecoverPoint/EX CLR（コンカレント ローカル/リモート）データ保護を実装し、同期また

は非同期レプリケーションを提供します。Dell EMCは、VPLEXベースのスプリッタを使用して 2台の

RecoverPoint アプライアンスをデータセンター インフラストラクチャに統合します。これによって、サポートされる

システム上でデータベースとファイル システムのレプリカが作成されます。 

このサービスではこれらの単一の導入について説明します。 

• VPLEX ローカルおよびMetro と RecoverPoint/EX CDP（継続的なデータ保護）— 

RecoverPoint/EXは、1つのサイトでポイント イン タイムの保護を提供。VPLEX Metroのアクティブ/アク

ティブ コピーにより災害の回避が可能。 

これらの導入をカバーするために、このサービスを 2回販売できます。 

• VPLEX ローカルと RecoverPoint/EX CRR（継続的なリモート レプリケーション）— 

RecoverPoint/EXは、リモート レプリケーションとポイント イン タイム リカバリを提供。 

• VPLEX ローカルと RecoverPoint/EX CLR — RecoverPoint/EXは、1つのリモート サイトへのレプリ

ケーションと、ローカル サイトからのポイント イン タイム リカバリを提供。 
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• VPLEX Metro と RecoverPoint/EX CRR — VPLEX Metroのアクティブ/アクティブ コピーにより、災害

の回避を提供。RecoverPoint/EXは、リモート コピーとポイント イン タイム リカバリを提供。 

PS-PDP-RPXTDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with XtremIO 

このサービスでは、RecoverPoint/EX コンカレント ローカル/リモート データ保護を実装し、同期または非同期

レプリケーションを提供します。Dell EMCは、スプリッタ ベースまたはスナップ ベースのいずれかのレプリケーショ

ンを使用して、2台の RPA（RecoverPoint アプライアンス）をデータセンター インフラストラクチャに統合し、

XtremIOを構成します。これにより、RecoverPoint とともに使用して、サポートされるシステム上でデータベー

スとファイル システムのレプリカを作成します。本サービスでは、RecoverPoint/EX ローカル/リモート レプリケー

ション導入環境に対応します。 

PS-PDP-RPUNIDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with Unity  

このサービスでは、Dell EMC RecoverPoint/SEまたは RecoverPoint Basic（コンカレント ローカルおよび

リモート）データ保護を実装し、同期または非同期レプリケーションを提供します。Dell EMCでは、サポートさ

れているシステムに本番ボリュームのレプリカを作成する Unity、VNX、または VNXe3200 アレイ ベースのスプ

リッタを使用して、サイトあたり 2つの物理または仮想 RecoverPoint Appliances（vRPA）をデータセン

ター インフラストラクチャに統合します。 

Unity、VNX、VNXe3200 スプリッタは、サイトあたり 1つのストレージ アレイ上でアレイ ベースのスプリッタとし

てサポートされています。仮想 RPAの場合、Dell EMCはアレイで iSCSIを構成し、RecoverPoint 

Deployment Managerを使用して、vRPA とアレイとの間に iSCSIパスを構成します。ファイバー チャネルま

たは iSCSIネットワークはすべて、お客様の責任で用意していただく必要があります。このサービスは、

RecoverPoint/SE または RecoverPoint Basic ローカルおよびリモート レプリケーション導入に対応します。 

注：vRPAは、VNX 5300以降および VNXe3200でのみサポートされています。 

PS-PDP-RPVXFLEXDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with VxFlex OS 

このサービスでは、VxFlex OSシステム用の RecoverPoint/EX レプリケーション ソリューションの設計、インス

トール、実装を行います。VxFlex OSでは、ローカル アプリケーション サーバ ストレージのサーバ ベースの仮

想 SAN とコンピューティング リソースを提供します。Dell EMCは、1つのデータ センター インフラストラクチャに

2つの物理 RecoverPoint アプライアンスを統合し、RecoverPointを構成して VxFlex OSで使用できるよ

うにします。また、レプリケーションを必要とする 2台の VxFlex OSデータ クライアント ノードに VxFlex OSス

プリッタを導入します。本サービスでは、RecoverPoint/EX ローカル/リモート レプリケーション導入環境に対応

します。 

注：ターゲットの VxFlex OSシステムが完全に動作可能な状態で、レプリケーションを必要とするすべての

VxFlex ノードに VxFlex OSデータ クライアントがインストールされていなければなりません。物理 RPA（第

6世代以降）は、VxFlex OSデータ クライアント コンポーネントで事前構成されている必要があります。 

PS-PDP-RP4VMDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint for VM 
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このサービスは、お客様の VMware環境におけるローカルおよびリモートでのレプリケーション用の Dell EMC 

RecoverPoint for Virtual Machines（RP4VM）製品の設計、インストール、実装を行います。Dell 

EMCは、各サイトにおいて 2つの vRPAで構成される単一の vRPA クラスターをインストールし、実装の動

作条件を確認します。また、レプリケーション、フェールオーバー、フェールバックの基本的な操作を紹介します。

サービスの範囲は、ローカルおよびリモートでのレプリケーションの構成に限定されます。 

サービスの目的は、最小の RP4VMソリューションを完全に動作する仮想環境に導入し、製品のインプリメン

テーション、主な特徴、機能をお客様に紹介することです。お客様はこの知識を適用して、ビジネスおよびテク

ニカル要件に応じてこの基本インストールを個別に拡張することができます。設計と計画作業では、VMware

インフラストラクチャ内のすべての仮想マシンが考慮されるわけではありません。ただし、Dell EMCは必要な

ネットワーク、ストレージ、インフラストラクチャに関して、お客様にベスト プラクティスの参考資料を提供します。 

PS-PDP-RPVRPTDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint  

このサービスは、Dell EMC RecoverPoint保護の設計とお客様の SAN（ストレージ エリア ネットワーク）

への実装で構成されます。Dell EMC は、環境を分析して、帯域幅要件、コンシステンシー グループの構成、

レプリケーション タイプ、サイズ設定、ジャーナル ボリュームを決定し、お客様のニーズに応じて RecoverPoint

アーキテクチャを設計および実装します。Dell EMCは、RecoverPoint アプライアンスをお客様の新規または

既存のデータセンター インフラストラクチャに設置し、データベースとファイル システムのレプリカをサポートされる

オペレーティング システム上で作成します。 

プロジェクト範囲 

Dell EMCの担当者または認定代理店（以下「Dell EMC担当者」）は、お客様のスタッフと緊密に連携

して、本書に詳述されている「お客様の責任」を満たすお客様の下で、下記のサービス（「サービス」）を実行

するものとします。 

PS-PDP-RPVMXDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with PowerMax 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の物理ホスト：1 

• 既存の ESXサーバー数：1 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

• PowerMax/VMAX アレイ数：1 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• お客様と打ち合わせをして、環境や運用に関する導入要件（ハードウェア、ソフトウェア、インフラストラク

チャ）が満たされていることを確認し、変更が必要な箇所についてのリストをお客様に提供します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業を計画しスケジュールを立案します。 
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• お客様によって収集および提供された、ホストおよびストレージ環境に関する情報のレビューを実施します。 

• 手動（プラットフォーム固有）の方法を使用して、ホストとストレージの構成データを収集します。 

• EMCツールを使用してホスト環境の構成情報を収集します。 

• 分析のために SANスイッチとダイレクタの情報を収集します。 

• 既存ストレージ構成情報を収集します。 

• 収集された既存スイッチおよびダイレクターの情報を分析し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアに対して

必要な変更を文書化して、リストをお客様に提供します。 

• 既存の Unityまたは VNXブロック ストレージの構成情報を収集します。 

• 既存のストレージ アレイの構成情報を収集します。 

• 既存の XtremIOストレージの構成情報を収集します。 

• 収集された既存ホスト データの分析を完了し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアへの必要な変更をド

キュメント化し、そのリストをお客様に提供します。 

• ファイルをダウンロードし、バッチ解析ツールを使用してファイルを処理した後、レポートを生成して、お客様と

打ち合わせします。 

• Grab をダウンロードしてバッチ処理し、レポートを生成します。 

• 収集された既存の Unityまたは VNXブロックデータに関して分析を実行します。 

• 収集されたデータを分析します。 

• 収集された既存の XtremIOデータに関して分析を実行します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• SAN関連作業を実施します。 

• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 
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• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 

• リモート サイトをセットアップします。 

• RecoverPoint を使用できるように PowerMax/VMAXを設定します。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 

• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

PS-PDP-RPVPLXDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with VPLEX 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の物理ホスト：1 

• 既存の ESXサーバー数：1 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• お客様と打ち合わせをして、環境や運用に関する導入要件（ハードウェア、ソフトウェア、インフラストラク

チャ）が満たされていることを確認し、変更が必要な箇所についてのリストをお客様に提供します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業を計画しスケジュールを立案します。 

• お客様によって収集および提供された、ホストおよびストレージ環境に関する情報のレビューを実施します。 

• 手動（プラットフォーム固有）の方法を使用して、ホストとストレージの構成データを収集します。 

• EMCツールを使用してホスト環境の構成情報を収集します。 

• 分析のために SANスイッチとダイレクタの情報を収集します。 

• 既存ストレージ構成情報を収集します。 

• 収集された既存スイッチおよびダイレクターの情報を分析し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアに対して

必要な変更を文書化して、リストをお客様に提供します。 

• 既存の Unityまたは VNXブロック ストレージの構成情報を収集します。 

• 既存のストレージ アレイの構成情報を収集します。 
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• 既存の XtremIOストレージの構成情報を収集します。 

• 収集された既存ホスト データの分析を完了し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアへの必要な変更をド

キュメント化し、そのリストをお客様に提供します。 

• ファイルをダウンロードし、バッチ解析ツールを使用してファイルを処理した後、レポートを生成して、お客様と

打ち合わせします。 

• Grab をダウンロードしてバッチ処理し、レポートを生成します。 

• 収集された既存の Unityまたは VNXブロックデータに関して分析を実行します。 

• 収集されたデータを分析します。 

• 収集された既存の XtremIOデータに関して分析を実行します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• SAN関連作業を実施します。 

• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 

• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 

• リモート サイトをセットアップします。 

• VPLEXベースのスプリッタが既存の VPLEX クラスター上にあることを確認します。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 

• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 
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PS-PDP-RPXTDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with XtremIO 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の物理ホスト：1 

• 既存の ESXサーバー数：1 

• 既存の部門スイッチ：1 

• XtremIOクラスター：1 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• お客様と打ち合わせをして、環境や運用に関する導入要件（ハードウェア、ソフトウェア、インフラストラク

チャ）が満たされていることを確認し、変更が必要な箇所についてのリストをお客様に提供します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業を計画しスケジュールを立案します。 

• お客様によって収集および提供された、ホストおよびストレージ環境に関する情報のレビューを実施します。 

• 手動（プラットフォーム固有）の方法を使用して、ホストとストレージの構成データを収集します。 

• EMCツールを使用してホスト環境の構成情報を収集します。 

• 分析のために SANスイッチとダイレクタの情報を収集します。 

• 既存ストレージ構成情報を収集します。 

• 収集された既存スイッチおよびダイレクターの情報を分析し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアに対して

必要な変更を文書化して、リストをお客様に提供します。 

• 既存の Unityまたは VNXブロック ストレージの構成情報を収集します。 

• 既存のストレージ アレイの構成情報を収集します。 

• 既存の XtremIOストレージの構成情報を収集します。 

• 収集された既存ホスト データの分析を完了し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアへの必要な変更をド

キュメント化し、そのリストをお客様に提供します。 

• ファイルをダウンロードし、バッチ解析ツールを使用してファイルを処理した後、レポートを生成して、お客様と

打ち合わせします。 

• Grab をダウンロードしてバッチ処理し、レポートを生成します。 

• 収集された既存の Unityまたは VNXブロックデータに関して分析を実行します。 

• 収集されたデータを分析します。 
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• 収集された既存の XtremIOデータに関して分析を実行します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• SAN関連作業を実施します。 

• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 

• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 

• リモート サイトをセットアップします。 

• RecoverPointの XtremIOスナップショットを設定します。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 

• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

PS-PDP-RPUNIDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with Unity 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の物理ホスト：1 

• 既存の ESXサーバー数：1 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 
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• お客様と打ち合わせをして、環境や運用に関する導入要件（ハードウェア、ソフトウェア、インフラストラク

チャ）が満たされていることを確認し、変更が必要な箇所についてのリストをお客様に提供します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業を計画しスケジュールを立案します。 

• お客様によって収集および提供された、ホストおよびストレージ環境に関する情報のレビューを実施します。 

• 手動（プラットフォーム固有）の方法を使用して、ホストとストレージの構成データを収集します。 

• EMCツールを使用してホスト環境の構成情報を収集します。 

• 分析のために SANスイッチとダイレクタの情報を収集します。 

• 既存ストレージ構成情報を収集します。 

• 収集された既存スイッチおよびダイレクターの情報を分析し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアに対して

必要な変更を文書化して、リストをお客様に提供します。 

• 既存の Unityまたは VNXブロック ストレージの構成情報を収集します。 

• 既存のストレージ アレイの構成情報を収集します。 

• 既存の XtremIOストレージの構成情報を収集します。 

• 収集された既存ホスト データの分析を完了し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアへの必要な変更をド

キュメント化し、そのリストをお客様に提供します。 

• ファイルをダウンロードし、バッチ解析ツールを使用してファイルを処理した後、レポートを生成して、お客様と

打ち合わせします。 

• Grab をダウンロードしてバッチ処理し、レポートを生成します。 

• 収集された既存の Unityまたは VNXブロックデータに関して分析を実行します。 

• 収集されたデータを分析します。 

• 収集された既存の XtremIOデータに関して分析を実行します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• SAN関連作業を実施します。 
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• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 

• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 

• リモート サイトをセットアップします。 

• アレイ ベースのスプリッター ドライバーのインストール。 

• 既存の Unityアレイおよび VNXアレイ上での、アレイ ベースのスプリッター ソリューションの設定。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 

• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

PS-PDP-RPVXFLEXDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint with VxFlex OS 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の物理ホスト：1 

• 既存の ESXサーバー数：1 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• お客様と打ち合わせをして、環境や運用に関する導入要件（ハードウェア、ソフトウェア、インフラストラク

チャ）が満たされていることを確認し、変更が必要な箇所についてのリストをお客様に提供します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業を計画しスケジュールを立案します。 

• お客様によって収集および提供された、ホストおよびストレージ環境に関する情報のレビューを実施します。 

• 手動（プラットフォーム固有）の方法を使用して、ホストとストレージの構成データを収集します。 

• EMCツールを使用してホスト環境の構成情報を収集します。 

• 分析のために SANスイッチとダイレクタの情報を収集します。 

• 既存ストレージ構成情報を収集します。 
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• 収集された既存スイッチおよびダイレクターの情報を分析し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアに対して

必要な変更を文書化して、リストをお客様に提供します。 

• 既存の Unityまたは VNXブロック ストレージの構成情報を収集します。 

• 既存のストレージ アレイの構成情報を収集します。 

• 既存の XtremIOストレージの構成情報を収集します。 

• 収集された既存ホスト データの分析を完了し、ハードウェア/ソフトウェア/ファームウェアへの必要な変更をド

キュメント化し、そのリストをお客様に提供します。 

• ファイルをダウンロードし、バッチ解析ツールを使用してファイルを処理した後、レポートを生成して、お客様と

打ち合わせします。 

• Grab をダウンロードしてバッチ処理し、レポートを生成します。 

• 収集された既存の Unityまたは VNXブロックデータに関して分析を実行します。 

• 収集されたデータを分析します。 

• 収集された既存の XtremIOデータに関して分析を実行します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• SAN関連作業を実施します。 

• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 

• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 

• リモート サイトをセットアップします。 

• レプリケーションを必要とする VxFlexホスト上に VxFlex OS書き込みスプリッタをインストールします。 

• RecoverPoint統合のための VxFlex OSシステムを構成します。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 
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• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

PS-PDP-RP4VMDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint for VM 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• サイト：2 

• 保護を必要とする仮想マシン：1 

• 仮想 RecoverPoint アプライアンス（vRPA）：4 

• vRPA クラスターをホストしている ESXiサーバー数：2 

• 保護対象 VMをホストしている ESXiサーバー数：4 

• 仮想 RecoverPoint アプライアンス クラスター：2 

• vCenterサーバー：1 

• VMシステム向け RecoverPoint：1 

• レプリカ VMをホストしている ESXiサーバー数：4 

• コンシステンシー グループ：1 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• この契約に必要な情報を収集します。 

• RecoverPoint for Virtual Machinesの実装を計画および設計します。 

• テスト計画書を作成します。 

• 提案するアーキテクチャを構成ガイドで文書化します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 導入についてのレビュー会議を実施します。 

• 機器がオンサイトの適切な場所に設置され、電力および配線要件が満たされていることを確認します。 

• RecoverPoint for Virtual Machines実装の前提条件（互換性、ライセンス、認証情報、データストア、

ネットワークなど）を確認します。 

• vRPA（仮想 RecoverPoint アプライアンス）を設置して構成します。 
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• vRPA クラスタを設置して接続します。 

• RecoverPoint for VMsシステムに vCenter Serverを登録します。 

• RecoverPoint for VMsシステムのライセンス取得、登録、サポート アクティブ化を行います。 

• データストアと ESXiクラスタを登録します。 

• RecoverPoint レプリカを作成します。 

• コンシステンシー グループを作成し、レプリケーション ポリシーを定義します。 

• コンシステンシー グループの初期化を監視します。 

• 必要に応じて、カスタム スクリプト作成を実行します。 

• テスト計画書を使用して必要なテストを実施します。 

• お客様が製品アラートを受け取るための登録をします。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

PS-PDP-RPVRPTDP - ProDeploy Plus for RecoverPoint 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の RecoverPoint クライアント数：5 

• 既存の RecoverPoint物理アプライアンスの全サイト数：2 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• このサービスに必要な情報を収集します。 

• 環境がすべてのハードウェアおよびソフトウェア要件を満たしていることを確認します。 

• エンゲージされるソリューションを設計します。 

• RecoverPoint設計作業の一環として帯域幅分析を実行します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• SAN関連作業を実施します。 

• ネットワーク（LAN と SAN）およびアプライアンスの残りのパラメーターを設定します。 

• お客様の仮想インフラストラクチャに仮想 RecoverPointアプライアンスを導入します。 

• 仮想アプライアンスの運用をサポートするよう仮想リソースを構成し、有効化します。 
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• リモート サイトをセットアップします。 

• インストール ベースを更新します。 

• RecoverPoint（コンシステンシー グループ、レプリケーション ジョブなど）を設定します。 

• テスト計画書に記載されているテストを実行します。 

• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 

• テスト計画書を完成させ、配布します。 

• 基本的な知識の伝達を行います。 

すべてのサービス（お客様が選択した付加導入サービスを含む）に含まれる次のアクティビティは、プロジェクト

の開始、計画、実行、終了の管理（デリバリ リソースの調整および関係者との通信を含む）に焦点を当て

ています。 

• プロジェクトに割り当てられている Dell EMC リソースの管理。 

• お客様によって指名された専任の問い合わせ窓口と協力して、プロジェクトのタスクおよびそのタスクを遂行

するために割り当てられたリソースを調整します。 

• すべてのプロジェクトのコミュニケーションとエスカレーションのための単一の窓口としての行動。 

• エンゲージメントプロセスとスケジュールの決定。 

• クリティカルパスイベントとマイルストーンを含む高レベルのプロジェクト計画の開発。 

• キックオフ ミーティングを開催し、プロジェクトの範囲、予定成果、コミュニケーション計画、必要なリソースの

可用性について検討。 

• 定期的なステータス ミーティングを開き、プロジェクトのプロセス、問題点、潜在的なリスクを確認します。

ミーティングの頻度は、お客様と Dell EMCの合意に基づいて決定します。 

• プロジェクト完了の調整を行います。 

配布資料 

Dell EMCはサービスに関連して以下の配布資料をお客様に提供します。 

• 構成ガイド 

• テスト計画書 

• 作業完了報告書 
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プロジェクト後 30日間の構成サポート 

導入日から最長 30日間、ご購入のサポート対象製品（以下に定義）および本サービスに含まれるコン

ポーネントに対し、Dell EMCはリモート構成サポートを提供します。導入チームがお客様のもとを離れた後構

成についてご不明な点がある場合、Dell のテクニカルレポートに電話して初回サポートを受けてください。より

高度なサポートが必要な場合、Dell が適切なチームに指示して構成サポートで支援する時間をスケジュール

します。 

Dell教育サービス用のトレーニング クレジット 

一部のサポート対象製品と一緒に使用するために本サービスを購入したお客様にも、Dell EMCエデュケー

ション サービス トレーニング クレジット（以下「トレーニング クレジット」という）が付与されます。注文書を

チェックし、ご購入のサービスに ProDeploy Plus トレーニングクレジット SKU が含まれているかどうかを確かめ

て、サービスの購入によりどのくらいトレーニングクレジットを受け取れるかを確認してください。トレーニング クレ

ジットは、Dell EMCエデュケーション サービスにより提供されるトレーニング コース（Dell EMC技術者認定

トレーニング、専用トレーニング、オンサイト トレーニング、またはオンライン コースなど）の購入に柔軟に利用

できます。トレーニング クレジットで購入できるコースのリストを閲覧するには、

http://education.dellemc.com にアクセスしてください。トレーニング クレジットによる購入は、Dell EMC

エデュケーション サービスにより提供されるトレーニングにのみ利用できます。たとえば、トレーニング クレジットを

サード パーティーのソフトウェア製品やサービスのトレーニングに利用することはできません。トレーニング クレジッ

トを利用して Dell EMCエデュケーション サービスのトレーニング コースを購入できる期間は 12か月間です。

すべてのトレーニング コースは、適用法により別途規定されている場合を除き、オーダー フォームに記載された

本サービスの購入日から該当する 12か月間が満了する前にスケジュールする必要があります。購入すると、

12か月間の注文期間の開始日と終了日に関する情報が Dell EMCからお客様に提供されます。お客様

は、この期間内にトレーニング クレジットを利用して Dell EMCエデュケーション サービスと引き換える必要が

あります。お客様が購入したトレーニング クレジットの見返りとして Dell EMCエデュケーション サービス トレー

ニングを提供するという Dell EMCの義務は、お客様がトレーニング クレジットを利用して Dell EMCエデュ

ケーション サービス トレーニングを購入しなかった場合でも、お客様がトレーニング クレジットを購入した日から

12か月後に果たされたと見なされるものとします。 

Dell EMCスタッフ 

Dell EMCは、上記の「プロジェクト範囲」セクションで指定されたサービスを実行するための適切な Dell 

EMC担当者を提供します。 

お客様の責任 

本書に記載されているサービスを実施するには、お客様がオフィス用備品、設備、機器、補助、協力、お客

様の役員、職員、従業員からの完全かつ正確な情報とデータ、適切に構成されたコンピューター製品、およ

びネットワークアクセスを Dell EMCに適時提供することが不可欠です。お客様は、本サービスの開始前にす

http://education.dellemc.com/
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べてのデータのバックアップを済ませておく必要があります。Dell EMC は、本サービスに関連するデータの損失、

データアクセスの喪失、およびデータの復旧不能について一切責任を負いません。 

さらに、お客様は以下の責任を負うものとします。 

• Dell EMCまたは認定パートナーが、装置の準備を行うために必要となるシステム保守ウィンドウを、必要

に応じて確保します。 

• 必要に応じて、技術サポート チームによる導入チーム、ベンダー、サード パーティーに対するサポートを提供

します。 

• ネットワーク接続、パフォーマンス、構成に関する問題については、お客様が全責任を負うものとします。 

• 1 人以上の技術担当者を指名して、システム管理責任および適切なシステム / 情報アクセス権限を付

与してください。 

• サービスの開始前に、環境および運用に関するすべての要件が満たされていることを確認します。 

• Dell EMCのオンサイト担当者、オフサイト担当者、もしくは、認定パートナーに対して、Dell EMCの通

常営業時間内または相互に合意した時間帯に、本サービスを実施するために必要なお客様のシステムと

ネットワークへのアクセスを提供します（リモートからのシステム ネットワークへのアクセスを含みますが、これ

らに限定されません）。 

• 本サービスを実施できる状態になるように作業サイトの準備を整えます。 

サービススケジュール 

別途書面で合意されていない限り、サービスの予想開始日は、このサービスのお客様の購入オーダーを Dell 

EMCが受領し、承認してから 2週間以内です。 

お客様は、Dell EMCの請求書の日付から 12か月以内に、本書に記載されているサービスを使用するもの

とします（以下「サービス期間」）。Dell EMCの別途合意がない限り、本サービスは、サービス期間の最終

日に自動的に無効となります。ただし、Dell EMC とお客様が適用される法律を遵守していることを条件とし

て、本条項と、本サービスの購入を承認するお客様のマスター契約との間に矛盾が生じた場合は、マスター契

約が本サービス ブリーフよりも優先されます。本サービス ブリーフに記載されているサービスの範囲の完了と、お

客様への成果物の提供は、該当する場合、お客様が本サービスに関して受け取った見積もりまたは請求書

に記載されている時間にかかわらず、本サービスの完全なパフォーマンスを構成するものとします。いかなる状

況においても、Dell EMC とお客様との間での別途合意がない限り、お客様は本サービスの未使用部分のク

レジットまたは払い戻しを受ける権利を有しません。ただし、Dell EMC とお客様が適用される法律を遵守し

ていることを条件として、本条項と、本サービスの購入を承認するお客様のマスター契約との間に矛盾が生じ

た場合は、マスター契約が本サービス ブリーフよりも優先されます。 
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サービス範囲の変更 

サービス、スケジュール、料金、または本書の変更は、Dell EMC とお客様が書面で合意する必要があります。

このような変更の範囲に応じて、Dell EMCは、変更を詳述する個別の作業明細書、料金およびスケジュー

ルに対する提案された変更の影響、およびその他の関連条件を当事者が実行することを要求する場合があ

ります。 

サービス範囲の除外 

Dell EMC は、本書に明記されたサービスの履行についてのみ責任を負います。その他のすべてのサービス、

タスク、およびアクティビティは、範囲外と見なされます。 

お客様は、Dell EMCにアクセス権を付与したすべてのシステム上で最新バージョンのウイルス対策アプリケー

ションを継続的に実行し、すべての配布資料とそのデリバリに使用されるメディアをスキャンすることとします。お

客様は、合理的なデータバックアップ措置を講じるものとします。具体的には、日次バックアップ処理を行い、

かつ、Dell EMCがお客様の本番システム上で修復やアップグレードなどの作業を行う前に、関連データのバッ

クアップを行うものとします。Dell EMCは、データの損失に対する責任が既存の契約または本書に基づいて

除外されていない限り、データの損失が発生した場合に、お客様がデータを適切にバックアップしていた場合に

生じたデータを復旧するための一般的な取り組みを行う責任のみを負うものとします。 

固定入札サービス料金と請求スケジュール 

本書に記載されているサービスは、サービス プロバイダーの通常の営業時間中（現地時間午前 8:00 ~ 午

後 6時、月曜日から金曜日、サービス プロバイダーおよび現地の祝祭日を除く）に連日デリバリされます。た

だし、サービスによっては、実行されるサービスの性質（オンサイトのハードウェア導入など）により、通常の営

業時間外にデリバリされるようにサービス プロバイダーによってスケジュールする必要がある場合があります。 

本書に記載されているサービスは、該当するサービス プロバイダーの見積りで指定された料金で、固定価格に

基づいて実行されます。 

サービスはサービス プロバイダーの標準デリバリモデルを使用してデリバリされ、サービスのオンサイトおよび/また

はオフサイトでのデリバリが含まれる場合があります。お客様が別のデリバリモデルを必要とする場合、本書の

「サービス範囲の変更」セクションに従って、料金、経費、作業範囲、および/またはスケジュールが変更される

場合があります。お客様が「サービス範囲の変更」セクションに従ってそのような変更を承認しない場合、サービ

ス プロバイダーとお客様は、サービス プロバイダーの標準デリバリモデルがサービスに適用されることに同意しま

す（米国政府または米国の州のエンゲージメントには適用されません。これらのエンゲージメントにはサービス

のオフサイトデリバリは除外されています）。 

請求書は、お客様の購入オーダーをサービス プロバイダーが受領して承認したときに発行されます。 

お客様は、サービスの変更または例外事項に関する追加の金額をサービス プロバイダーが請求することを承

認し、これを支払うものとします。 
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付録 A  

追加導入サービス 

付加導入サービスは、新しい導入を補完したり、すでに導入されている Dell EMCソリューションを付加したりする

追加導入サービスです。上記の ProDeploy Enterprise Suiteサービスのアドオンとして、以下の付加導入サービ

スが販売されています。 

PS-PDPAD-RPAIN - ProDeploy Plus Add-On for RecoverPoint Appliance 

このサービスは Dell EMC ProDeploy for RecoverPoint へのアドオンであり、お客様の要件に基づいて、サービ

スのビルディング ブロックを作成します。このサービスでは、お客様のデータセンターに RecoverPoint アプライアンス

を設置します。お客様のラックにアプライアンスを設置し、必要となる電源、ストレージ、ネットワークの物理的な配

線を行います。 

このサービスには、次の要素が含まれます（ここに示した値を上限とします）。 

• 既存の RecoverPoint クラスターに追加する RP物理アプライアンスの数：1 

ここでは、Dell EMCが次の内容を実施します。 

• お客様と打ち合わせを行い、環境および運用に関する実装要件（ハードウェア、ソフトウェア、およびインフ

ラストラクチャ）を満たしていることを確認し、アップデートが必要あるいは有益な箇所についてのリストをお

客様に提供します。 

• ソリューションの設計の検証を完了します。 

• 本サービスのインストール作業と構成作業の両方またはいずれか一方を計画しスケジュールを立案します。 

• お客様のデータセンターに追加の RecoverPoint アプライアンスを設置します。 

• RecoverPoint アプライアンスに電源、ネットワーク、ストレージ リソースのケーブルを接続します。 

• 既存の RecoverPoint クラスタのコード レベルに従って、新しいアプライアンスの RecoverPoint コードを

アップグレードします。 

• ストレージ アレイに対する RecoverPointアプライアンスのゾーニングとマスキングを実行します。 

• RecoverPoint Deployment Manager を使用して、RecoverPointアプライアンスを構成します。 

• 利用資格に基づいてライセンスを取得します。 

• ソリューションの設計で定義されているメール通知を設定します。 

• インストール ベースを更新します。 

• インストール、構成、またはその両方の結果を確認します。 
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• ソリューション導入の妥当性検査を完了します。 

• 構成ガイドを完成させ、配布します。 
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